
Ｍｅｍ・Fac・Ｆｉｓｈ.，KagoshimaUniv・
Vol、２０，Ｎｏ．１，ｐｐ、191～196（1971）

セミエビの初期フィロゾマ幼生について

税 所 俊 郎 ＊ ・ 曽根元徳*＊

ＮｏｔｅｓｏｎｔｈｅＥａｒｌｙＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆａＳcyllaridLobster，

SGy"α伽ｇｓｓ９"伽0s伽（Ｈ・Milne‐Edwards)．

ToshioSAIsHo＊andMotonoriSoNE*＊

Abstract

Ｉｎｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｆｌ９６７，ｔｈｅａｕｔｈｏｒｓｒａｉｓｅｄｎｅｗｌｙｈａｔｃｈｅｄｌａrvaeofaScyllaridlobster，

SCJﾉﾉﾉarjdess9"αﾉ"o”８，inthelaboratory，usingbrineshrimpsastheirfoods・Within35days

theyunderwentecdysisfivetimes･Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｎｄｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅｌａｒｖａｅａｒｅｈｅｒｅｄｅｓｃｒｉ－

ｂｅｄ・Inthefirstinstar，ｔｈｅｌａｒvaemeasuredl､７０ｍｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈａｎｄａｔｔｈｉｓｓｔａｇｅ，

itcloselyresembledwithPα〃j6aC"Ｓα"raraiC“．Atthesixthinstar,larvaereached3､８ｍｍ

ｉｎｌｅｎｇｔｈａｎｄｓｈｏｗｅｄｆｏｌｌｏｗｉｎｇｍｏrphologicalfeatures：metamerizationofthefirstand

secondantenna，ｆｏｒｍａｔｉｏｎｏｆａｎｅｘｏｐｏｄｉｔｅａｎｄｅｎｄｏｐoｄｉｔｅｏｆｔｈｅｆｏｕｒｔｈｌｅｇ，ａｐｐｅａｒａｎｃｅｏｆ

ｔｈｅｐｒｉｍｏｄｉｕｍｏｆｔｈｅｆｉｆｔｈｌｅｇａｎｄｔｈｅｔｈｏｒａｘｗｈｉｃｈａｌｍｏｓｔｅｑｕａｌｌｅｄｔｈｅｗｉｄｔｈｏｆｔｈｅｈｅａｄ．

セミエピはイセエビ，ゾウリエビなどと共に南日本沿岸の岩礁域に広く分布するセミエピ科所属

の一種で，体長は約200ミリ，赤褐色ないし黄褐色の甲殻を有し表面には穎粒と粗毛が密生して

いる．鹿児島地方における産卵盛期は６月～７月である．セミエピのフィロゾマ幼生に関する生活

についてははとんど知られておらず，僅かに採集標本について分類や形態，期数の推定などが行な

われているが，疑問のもたれる報告が少なくない最近ではJomJsoN（1970）やMIcHEL（1968）

がセミエピ幼生の形態について報告を出しているが，何れも天然で採集された標本に基いたもので

幼生飼育の報告はない．筆者らは今回，抱卵個体より得たフィロゾマ幼生の飼育実験を試ふたとこ

ろ第１令幼生から第６令幼生までの脱皮と成長を観察し得たのでその結果を報告する．

1．フィロゾマ幼生の飼育方法

抱卵中のセミエピ３尾を鹿児島県佐多町で入手し，桜島水族館（開放式）に収容した所’７月１０

日に僻化したので飼育実験に供した．抱卵エビは開放式水族館の外に閉鎖式循環水槽（鹿児島市鴨

池水族館，および大学研究室）にも収容飼育したがこれでは全く卵の僻化は起らなかった．フィロ

ゾマ幼生の飼育は常に清浄な海水を用い，直径３０ｃｍのガラス水槽に約300個体を収容しアルテミ

アのノープリウス幼生を与えた．投餌による水質の悪変を防ぐため，飼育には毎日換水し水温は

25℃を保持するように努めた．

＊鹿児島大学水産学部水産動物学研究室（ZoologicalLaboratary，FacultyofFisheries，Kagoshima

University.）

*＊福岡県庁水産課（DepartmentofFisheries，FukuokaPrefecture）
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Table２．ThemoultingintervalsofculturedphyllosomaofScJﾉ"α〃庇ｓｓ９"αmos"８．

2．フイロゾマ幼生の脱皮と成長

僻化したばかりの幼生即ち第１令では全長１．７ｍｍでイセエビ幼生などとほぼ同大である．僻化

後３５日間に５回の脱皮を行ない，第６令期で全長3.75ｍｍに達し，脱皮毎の体長増加は平均０．５

ｍｍであった（第１表)．脱皮から次の脱皮が起るまでの間隔（日数）は第１令期では約１０日であ

るが，第２令期では約６日を要し，その後は脱皮が進むに従って日数に増加の傾向がみられた（第

２表)．

Table１．ThemeasurementsofculturedphyllosomasofScJﾉ"α〃庇ｓｓ９"α耐Cs"８．

４

５ ６２ ３ ４Stage（instar） １

２
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前体部（頭部）

第１令期においてはいわゆる西洋梨型で，イセエピ幼生，ゾウリエピ幼生の形態と著しく類似す

る。頭長と頭幅の比は１：０．９５であるが第２令期以降では頭長の伸びが著しく，頭幅の比は第３令

期で0.78,第６令期では０．６７と減少し，次第に長円形となる．この結果，第１令期で頭幅より小

さかった胸部幅は第６令期ではほぼ頭幅と等しくなる．そして始め前体部中央付近に位置していた

口部は脱皮成長と共に次第に後方へ移動する（Fig.1-1～Fig.1-3)．

眼部

第１令期では眼柄と眼球の間に分節がないが第２令期以後では明瞭な分節を生ずる．これはイセ

エビその他のフィロゾマ幼生の場合と全様く同である第２令期以後では成長と共に眼柄の伸長がふ

られるが形態上の変化は殆んどない．

触角

第１触角は第２触角より長い第１令期では無刺毛であるが第４令期になると中央部内側に鞭状

突起が出現する．第１触角基部の分節は第３令期に至って始めて現われる．第６令期までに先端の

ｏｆｐｈｙｌｌｏｓｏｍａ．numberofstagewerebaseduponecdysis
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セミエビのフィロゾマ幼生に関する報告はいくつかあるが，すべて採集標本から種名を推定した

ものであり，その結果，同じscy"α『雄ｓの属名を冠したものでも形態に差異のあるものがあり，

その中には明らかにＳｃy"”雄ｓ属でないものもある（例えばGuRNEY1936，Fig.３７)．リ呼化幼生

を飼育し種の同定を明確にした幼生の形態は今回の報告が始めてである．

これまでにＳｃy"”〃“のフイロゾマ幼生と推定されたものの中，ｖｏｎＢｏＮＤＥ（1932,ｐ１．６)，

GuRNEY（1936,Fig.３７）やPRAsAD＆TAMPI（1960,Fig.１１)，SAIsHo（1966,Fig.２０）の

報告についてJolmsoNはこれらの幼生はいずれもＳｃy"”"ｓ属のフィロゾマ幼生であろうと指摘

している．そしてSCJ'"”雄ｓのフィロゾマ幼生として考えてよいものとしてＳｃ)’"αﾉ昨sasZoﾉ７

(JoHNsoN，1970)，SCy"α”ｅｓ”"α"２０s"ｓ（JoHNsoN，1971)，PhyllosomaX（＝ＳｃJ′"α'”es

asror/）（JolmsoN，1970）等の報告を挙げている．しかしこれらの幼生も採集標本からの推定によ

るもので種名決定についての明確な根拠はない．

JOImSONはＳＣＪﾉ"α７．雄ｓ”"α"2Cs"ｓと推定される幼生および，Ｓｃ〕'"”雄sasZo〃と推定される

幼生について形態を記述している．しかし前者は３４．３ｍｍのstageにおいても第５脚の発達が

悪いこと，および胸部後端の凹部が第４胸脚より後部で始まっているのに対し，後者は第５脚の発

達が著しく良好で，かつ胸部後端の凹部が第５脚基部で始まっている点で著しい差異がみられ，こ

の両方が同属のフィロゾマとは認めがたい結局，両者の何れかはscy"αﾉ･雄ｓ属ではないことが

分枝化は認められない．

第２触角は短かく，先端より１/３の所で２枝に分れる．内肢には１分節があるが数回の脱皮を経

ても殆んど形状に変化はなく，むしろ長さは短かくなる．

顎脚

第１顎脚は小突起状で第６令期まで形の変化はない第２顎脚は５節からなり，外肢はなく，先

端に鋭い爪を有する．第３顎脚は他のウチワエビ族幼生と同じく外肢を持たないが，第３令期以後

で外肢痕跡の凸部がみられる．

胸脚

第１令期では第１胸脚°第２胸脚ともに類似し，外肢を有し，その先端に５対の羽状刺毛を有す

る．この外肢の刺毛は脱皮毎に刺毛数を増し，第１令から第６令の間に５．６．７．８．９．１０と増加

するので刺毛数によって脱皮令期を推定することができる．このうち，第３胸脚は最も長く，第１

令期においては体長の約３倍の５．１ｍｍであるがその外肢は，小さく突起として存在するに過ぎな

い．第３令期で始めて外肢に分節を生じ，その先端に３対の羽状刺毛を生じる．第４令期では５対，

第５令期で６対，第６令期で８対と変化しその刺毛数増加は第１および第２脚に比べてやや不規則

である．第４胸脚は第１令期では存在せず，第２令期で原基が認められるが，その後伸長して第６

令期では４対の羽状刺毛を備えるに至る．第５脚は第３令まではなく第４令期においてはじめて原

基が出現するがそれ以後第６令期になってもほとんど伸長しない．

腹部

フィロゾマ幼生の体各部中，最も発育変化のすすまない場所である．腹部両側面はほぼ平行で，

末端に１対の刺状突起と２対の刺毛が存する．第１令の腹部長は0.32ｍｍ,第６令においては0.42

ｍｍで形態的変化はほとんどなく，筋肉節。腹肢の出現も認められない．

至
珊 議
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推定できる．筆者らは今回の飼育実験の結果を考えて，JOHNSONがSCy"αr雄ｓ叩ａｍｏｓ"ｓと推

定しているフィロゾマ幼生は間違いではないかと考える．筆者らの実験ではscy"αr雄ｓｓ９"α、Cs"ｓ

の幼生は第５脚が比較的早く出現し，Johnsonが記述しているような第４脚と腹部との間にある弧

線は認められないからである．

これまでに各種のフィロゾマ幼生に対し，採集標本のみによって種名を推定している例が多い

が，これは混乱を招くばかりで将来の研究に大きな障害となるので種名の推定は'慎重であることを

期待する．JOHNSONはこれらのフィロゾマ幼生の整理にあたってＨz〃めαc"s,SCy"”雄s,Ａｒ伽左ｓ

の３属のフィロゾマの区別点が明確でないことを述べている．筆者らの飼育幼生もまた初期のもの

に限られているので残念ながらこの点の解明には役立っていないしかしフィロゾマ幼生に関す

る研究は常に飼育幼生標本と採集標本の両面から整理し解明に努めるべきだとの感を深くする．

MIcHEL（1968）もSCy"αr肱ｓ叩ａｍｏｓ"ｓの幼生を記述しているが，記載に不充分な点が多く，そ

の図も詳細ではないので他のフィロゾマ幼生との比較検討は難しい唯，後期フィロゾマ幼生が

Natantstageに変態する過程を確認した点は高く評価されるべきであろう．またMIcHELの記

述する後期フィロゾマはJOHNSONの記述するSCy"αr"ｅｓ叩ａｍｏｓ"ｓの後期フイロゾマと，第２

触角,第２顎脚,第５脚でそれぞれ差異があり同一種か否か疑問を押え難いやはりJoInJsoN(1970）

のscy"αr枕ｓ剛ａｍｏｓ"ｓはscy"αrj伽に近い他のウチワエビ科の１属に所属するものと考えられ

る．
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